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資

物

債

調

節

研

究

資

料

・

戸

田

海

市

本
稿

は
病
床
中
執
筆
せ
し
も
の
に
し
て
、
意

に
濾

た
ざ
ろ
鮎
少
か
ら
ざ
ろ
も
、
其
儀
猶
表
す
。

第

一

中

央

市

場

設

立

問

題

一

中
央
市
場
ど
小
費
市
塊
と
の
關
係

物
慣
調
節

の
手
段

ε
し
て
重
要
視
せ
ら
れ

つ
、
あ
る
日
用
品
中
央
市
場
問
題
を
研
究
す

る
に
は
、
先
づ
中
央
市

場
ご
小
費
市
場
ε
の
改
善
の
緩
急
を
明
か
に
す
る
こ
ε
を
要
す
、
日
用
品
が
生
産
者

の
手
を
離
れ
て
清
慶
者
の
手
.

に
渡
る
ま
で
の
配
給
組
織
の
中

に
在
て
最
大
の
費
用
を
要
す
る
は
小
費
の
費
用
な
り
、
故
に
小
萱
要
用
の
整
理
節

約
を
講
ず
る
こ
ε
は
物
債
調
節
だ
重
大
の
關
係
を
有
す
る
こ
ε
明
か
な
る
が
、
更

に
中
央
市
場
を
有
効
な
ら

し
む

る
が
爲
め
に
は
小
費
取
引

の
改
善
を
急
務
こ
す
、
躍
従
来
の
如
く
得
意
廻
b
ピ
掛
費
リ
オ
の
悪
慣
習
の
行
は
.る
る
が

爲
め
、
日
用
品
小
質
業
が
無
数

の
細
小
微
力
の
企
業
ざ
な
れ
る
間
は
、
中
央
市
場
を
設
立
す
る
も

一
般
小
費
商
人

が
中
央
市
場
を
利
用
し
て
直
接
に
問
屋
叉
は
地
方
荷
主

`
取
引
す
る
こ
ご
難
く
、
依
然
ε
し
て
幾
回
も
中
間
商
人

の
手
を
経
由
し
て
仕
入
れ
を
爲
す

こ
巴
を
必
要
ご
す

べ
く
、
從

っ
て
叉
中
央
市
場

の
相
場
も
.直
接
に
小
費
相
場
に
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影
響
す
る
公
定
相
場

こ
し
て
の
椹
威
を
有
す

る
こ
ε
難
か
る

べ
し
,
此
の
如
き
状
態
の
.下
に
於
て
中
央
市
場
を
設

立
す

る
も
、
其
主
た
る
効
果
は
産
地
よ
り
清
費
地
ま
で
の
運
逡
の

一
部
及
商
品
保
存
の
黙
に
改
善
を
來
た
す

に
止

ま

る
べ
く
、
之
れ
が
爲
め
に
全
艦
の
配
給
費
を
節
減
し
得
る
程
度
は
僅
少
な
ら
ざ
る
を
得
す
、
.從
て
此
の
如
き
小
利

盆
を
翠
ぐ

る
が
爲
め
に
互
額
の
資
金
を
投
じ
て
中
央
市
場
を
設
立
す
る
こ
ε
は
国
民
的
浪
費

ε
な
る
の
危
険
多
か

る
べ
く
、
特
に
其
設
立
費
用
を
市
場
取
引

に
負
招
せ
し
む
る
ε
き
は
、
配
給
費
を
減
じ
.て
物
債
を
調
節
す

る
の
目

的

に
反
す

る
.の
危
険
め
り
、
故

に
今
日
国
民
が
日
用
品
配
給
の
改
善
の
爲
め
に
資
金
を
投
ず
る
こ
ご
＼
す
.る
ε
き

は
海
軍
に
之
を
中
央
市
場
の
設
立
政
善

の
み
に
止
め
す
、
必
ら
す
や
同
時
に
小
費
市
場
の
政
善
の
爲
め
に
も
使
用

し
、
以
て
小
賓
取
引

に
於
け
る
従
来
の
悪
慣
習

の

　
掃
に
努
力
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
。

呂

中
央
市
場
自
身
の
問
題

中
央
市
場
に
關
す

る
重
要

の
問
題
は
新
設
市
場
だ
既
存
卸
萱
市
場
ξ
の
關
係
、
中
央
市
場

の
集
中
ピ
分
散
、
中

央
市
場

の
経
管
管
理
等
の
問
題
な
る
べ
し
、
此
中
目
下
最
先

に
解
決
難

を
威
じ

つ
、
あ
る
は
既
存
卸
費
市
場
ご
の

關
係
を
如
何
に
慮
理
す

べ
き
や
に
在

る
が
如
し
。

中
央
市
場
ご
既
存
卸
費
市
場

こ
の
關
係
を
決
定
す

る
方
法
は
大
盤
三
種
に
分
る
、
既
存
の
卸
費
市
場
を
全
壌
し

て
新

に
市
場
を
設
立
す

る
急
進
的
方
法
ε
、
既
存
市
場
を
存
置
し
て
其
作
用
を
完
全
な
ら
し
む
る
設
備
を
爲
す
保

守
的
方
法
ご
は
、
両
極
端

に
立

つ
も
の
に
し
て
、
新
設
市
場

嬉
既
存
市
場

ε
を
併
立
競
争
せ
し
む
る
方
法
は
漸
進

的
折
衷
方
法
ご
云
ふ
べ
し
Q

・甲

既
存
市
場
全
塵
方
法



1

も

も

も

カ

も

う

此
方
法
の
内
容

軍

一
叉
は
数
個
の
中
央
市
場
を
設
置
し
て
水
陸
の
交
通
連
絡
を
便
に
し
叉
商
品
保
存

の
装

置
を
完
全
に
し
て
、

一
切

の
卸
費
取
引
を
此
市
場
に
集
中
し
て
行
は
し
む
。

や

ち

ヘ

カ

モ

ヘ

モ

マ

ヤ

。
此
方
法
貴
行
上
の
疑
問

此
方
法
は
市
場

の
物
質
的
設
備
を
理
想
的
な
ら
し
め
、
且

つ
既
存
の
御
貰
市
場

に

固
着
せ
る
諸
種

の
悪
風
を
革
新
す
る
に
有
利
な
る
が
如
し
ε
難
も
、
之
が
實
行

に
付

て
は
下
の
如
き
疑
問
を
生
す

べ
し
。

　一
此
方
法
を
實
行
ず
る
が
爲
め
に
は
初

め
よ
り
豆
類
の
経
費
を
投
じ
て
宏
大
の
市
場
を
建
設
せ
ざ

る

べ
.か
ら

くす
、
之
が
建
設
は
土
ご
し
て
政
府
よ
り
低
利
資
金
の
融
通
を
受
く
る
こ
ご
、
す

る
も
、
術
ほ
市
場
維
持
の
脛
費

は
頗

る
多
額
ε
な
り
、
從

っ
て
市
場
取
引
の
負
捨
す

べ
き
手
敷
料
も
大
ざ
な
b
て
、
物
償
調
節

の
目
的
を
達
す

.

る
こ
ご
困
難

な
ら
ざ
る
か
、
既

に
述

べ
し
が
如
く
中
央
市
場
の
能
率
を
高
む

る
に
は
軍
に
其
物
質
的
設
備
を
完

全

に
す

る
を
以
て
足
れ
リ
ビ
せ
す
、
必
ら
す
や
同
時

に
小
萱
取
引
の
革
新

に
由
り
て
中
央
市
場

に
活
動
す
る
常

事
者
の
地
位
を
改
善
せ
ざ
る
べ
か
ら
す

ε
錐
も
、
小
費
取
引
の
革
新
は

一
朝

一
ダ

に
蟹
行

し
得

る
も
の
に
あ
ら

す
、
散

に
小
費
取
引
の
極
め
て
不
完
全
な
る
今
日
に
於
て
、
妄
り

に
中
央
市
場
の
設
備

に
亘
費
を
投
ず
る
こ
巴

は
、
権
衡
を
失
し
、
重
大
な
る
国
民
的
浪
費

ε
な
ら
ざ

る
や
。

二
此
方
注
を
貰
行
ず
る
矯
め
に
は
既
存

の
卸
資
市
場
の
全
塵
を
必
要
ε
し
、
從
て
在
来
の
問
屋
業
者
に
射
し
て

相
當

に
多
く
の
賠
償
金
を
交
附
せ
ざ
.る

べ
か
ら
す
、
此
賠
償
費
用
は
中
央
市
場
設
立
費
用

の
重
大
な
る

　
部
分

を
駕
し
て
市
場
取
引
の
負
推
を
更

に
増
加
す

る
こ
ご

＼
な
る

べ
し
、
既
存
市
場
を
俄
か
に
全
贋
す
.る
ε
き
は
取

引
の
混
鑑
を
生
じ
て
之
れ
を
不
振

に
陥
れ
、
之
が
恢
復
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
時
日
を
必
要
ξ
し
、
目
前
の
急
を

資
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節
研
究
資
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資

料̀

物
便
調
節
研
究
資
料
.

鎗
十
五
巻

(第
六
號

八
六
)

八
入
O

告
ぐ
る
物
贋
調
節
は
之
が
爲

め
著
し
く
妨
害
せ
ら
る
、
こ
ε
な
き
ゃ
。

萄
新
設
市
場
以
外

に
於
て
大
規
模
の
卸
萱
市
場
を
組
織
す
る
こ
ε
は
之
を
禁
止
し
得

べ
し
ε
雌
も
、
個
々
の
有
、

力
な
る
商
人
が
有
利
の
仕
入
れ
を
爲
し
て
市
場
外
に
卸
費
取
引
を
行

ふ
こ
ε
は
到
底
之
を
防
止
し
得
ざ
る
に
あ

ら
す
や
、
特
に
従
来
多
く
貴
行
せ
ら

る
》
如
く
問
屋
業

に
し
て
同
時

に
小
責
業
を
無
接
す
る
ξ
き
は
、
之
を
防

止
す

る
こ
ε
益
々
困
難
な
ら
ざ
る
か
、
市
場
外
の
卸
萱
取
引
が
増
加
す
る
ほ
ざ
市
場
内

の
取
引
が
減
少
し
從

っ

て
市
場
内
取
引
の
経
費
質
権
は
猛
犬
ε
な
る
を
免
れ
ざ
る
は
明
か
な
る
が
、
元
来
新
設
市
場
に
於
け
る
取
引
の

負
捨

が
上
述
の
如
く
多
大
な
る
ご
ぎ
は
、
市
場
外
の
卸
賞
取
引
の
獲
展
す
る
こ
蓬
を
防
止
し
得
ざ
る
ε
同
時

に
、

此

の
如
き
競
争
的
の
市
場
外
取
引

の
爽
展
は
潰
費
者
に
ご
.り
て
有
利
な
る
が
故

に
、
之
を
防
止
せ
ん
ε
す
る
こ

ご
は
不
當
な
ら
す
や
、
果
し
て
然
ら
ば
賠
償
金
の
支
出
ε
取
引
の
掩
織

ε
を
顧
み
す
、
既
存
市
場
を
全
廃
し
て

卸
費
取
引
を
新
市
場

に
濁
出
す
る
の
方
法
が
根
本

よ
り
誤
れ
り
ε
断
定
し
得

る
に
あ
ら
す
や
。

乙

既
存
市
場
完
備
方
法

ぬ

も

ヘ

セ

も

あ

此
方
法
の
内
容

既
存
市
場
に
耕
し
て
水
陸
交
通
連
絡
を
便

に
し
商
品
保
存
の
装
置
を
設
け
て

一
般
問
屋
及
荷

主

に
之
を
利
用
せ
し
め
、
又
場
合
に
由
り
て
は
或
程
度
に
地
方
荷
主
の
委
託
販
萱
を
引
受
く
る
設
備
を
之
に
附
厩

せ
し
む
。

・

も

も

も

も

へ

ゆ

ヘ

ヘ

へ

庇

方
法
實
行
止
の
疑
問

此
方
注
は
初
め
よ
b
豆
類
の
経
費
を
要
せ
す
、
叉
在
来
の
商
取
引
を

一
時
混
齪
せ
し

む
る
の
弊
な
く
し
て
平
穏

に
貴
行

し
得

る
の
利
あ
る
が
如
し
ビ
錐
も
、
其
實
行

に
は
下
の
如
き
疑
問
を
生
す

べ
し

↓
此
方
法
に
由
れ
ば
既
存
市
場

に
固
着
せ
る
種
々
の
弊
風
を
革
新
す

る
こ
ε
甚
だ
困
難

ε
な
り
、
特

に
市
場
の



作
用
を
完
全
な
ら
し
む
る
矯

め
公
費
を
投
ず
る
も
其
利
益
は
少
数
者
就
中
問
屋
業
者
の
多
く
猫
占
す

る
所

`
な

り
て
、
物
償
調
節
の
目
的
を
達
す

る
こ
ε
困
難
な
ら
ざ
る
や
。

ラ・二
既
存
市
場
が
敷
箇
所

に
分
散
す
る
場
合

に
於

て
、
各
市
場

に
翼
し
夫
々
相
當

の
設
備
を
寫
す
ご
き
は
意
外
に

く多
額
の
経
費
を
必
要
ご
し
、
而
か
も
其
効

果
は
割
合
に
微
弱
ε
な
る
の
弊
な
き
や
。

ラ三
既
存
市
場
が
相
當
に
有
力

の
も
の
な
る
ε
き
は
此
方
注
に
由
り

一
層
之
を
有
効
砿
ら
し
む

る
こ
ξ
を
得
策
ε

くす

べ
き
も
、
若

し
既
存
市
場
が
甚

だ
不
完
全
な
る
場
合
に
は
、
之
が
完
備
に
力
を
墨
す
よ
り
も
寧

ろ
新
市
場

の

設
立
に
努
力
す

る
こ
ξ
を
得
策
ε
せ
ざ
る
や
。

丙

新
嘗
市
場
併
立
方
法

　
も

　

し

カ

　

も

此
方
注
の
内
容

既
存
市
場
の
改
善
に
勒
し
て
も
或
程
度
に
資
金
を
投
ず

る
ξ
同
時
に
相
當
の
規
模
を
有
す
る

新
市
場
を
設
立
し
、
、特
に
北
新
市
場
は
他
地
方
よ
り
輸
入
す
る
魚
類
青
物
類

の
大
量
品
の
取
扱
に
便
宜
を
與

ふ
る

こ
ε
に
重
ぎ
を
置
や
こ
ε

、
す
、
故

に
此
方
法
に
由
れ
ば
都
市
附
近
に
生
産
せ
ら
る
、
小
量
雑
多
の
商
品
は
圭
ご

し
て
既
存
市
場

に
於
て
取
扱
は
る
、
こ
ε
＼
な
る

べ
し
。

リ

ロ

も

し

り

も

も

も

へ

此
方
注
實
付
上
の
疑
問

此
方
法
は
新
藩
両
市
場
を
し
て
各
其
特
色
を
獲
挿
せ
し
め
、
文
成
程
度
に
新
嘗
両
市

場
を
競
争

せ
し
め
て
商
業
の
改
善
を
刺
戟
し
、
以
て
消
費
者
の
利
金
を
保
護

し
.
且

つ
新
市
場
が
漸
次
獲
戻
し
て

奮
市
場
を
之
に
吸
収
し
以
て
市
場
貌

　
の
結
果
を
生
す
る
の
利
あ
る
が
如
し
ε
蹉
も
、
之
が
實
行
に
は
下
の
如
き

疑
問
起
ら
ざ
る
を
得
す
。

　

・
.

一
既
存
市
場
に
於
て
土
地
家
屋
を
有
し
且

つ
地
方
荷
主
に
謝
し
て
も
相
當
の
資
金
を
融
通
し
て
之
れ
ε
有
利
の

(

一次見

料
.

物
槽
い調
鼎即
研
究
資
料

第
十
五
巻

ρ笛
浬
ハ
號

八
七
)

八
入
一

9



資

料

物
慣
調
節
研
究
資
料

第
+
五
巻

(第
六
號

八
八
)

八
八
二

取
所
關
係
を
存
す
る
が
如
き
有
力

の
問
屋
は
、

一
時
多
大

の
犠
牲
を
彿
ふ
て
新
市
場

に
移
る
こ
ε
を
徴

せ
す
、

之

に
移
る
者
は
主
ε
し
て
資
力
信
用
の
薄
弱
な
る
問
屋
に
限
ら
る
、
如

き
傾
向
を
示

さ
ざ
る
や
、
市
場
改
善
は

決
し
て
単
純
な
る
物
質
的
設
備
の
改
善

に
止
ま
ら
す
、、
取
引
當
事
者
の
改
善
は

一
層
重
要
の
關
係
を
有
す
る
も

の
な
る
が
評
特
に
資
力
信
用

の
人
な
る
者
を
し
て
市
場
取
引

に
従
事
せ
し
む
る
こ
ε
を
必
要
ε
す
、
故

に
若
し

此
の
方
法
の
下
に
於
て
新
市
場
に
移

る
者
が
資
力
信
用
の
薄
弱
な
る
者
多
し
ε
す
れ
ば
、
新
市
場
の
前
途
は
容

易

に
樂
観
し
得
ざ
る
に
あ
ら
す
や
。

三
新
市
場
の
設
立
に
相
當
の
資
金
を
投
ず

る
ご
同
時
に
既
存
市
場

の
改
善
の
爲

め
に
も
資
金
を
投
ず

る
こ
巴
を

必
要
ご
す
る
ご
き
は
、
此
方
法
も
意
外

に
多
額
の
脛
費
を
必
要
ε
す
る
不
経
済
的

の
も
の
ご
な
ら
ざ
る
や
。

第
二

食
料
品
配
給
費
の
研
究

一

食
料
品
配
給
費
の
穴
な
る
こ
ど

我
国
に
於
て
日
用
品
就
中
魚
類
青
物
類
の
配
給
盛
が
添
相
當
に
人
な
る
こ
ε
は
挽
く
認

め
ら

る
＼
所
な
り
ご
錐

も
、
未
だ
其
詳
細
の
調
査
研
究
を
見

る
に
至
ら
す
、
下
に
掲
ぐ
る
米
国
の
食
料
品

に
關
す

る
技
術
的
生
産
費
ε
配

給
費

ε
の
割
合
の
調
査
は
、
我
国
の
実
れ
を
研
究
す

る
に
劣
り
て
参
考
ε
す

る
の
傾
値
あ
る

べ
し
、
只
だ
藪
に
注

意
す

べ
き
は
、
我
国
に
於
て
は

　
方
に
食
料
品
生
産
業
の
中
心
を
爲
す
農
業
漁
業
は
極

め
て
小
規
模
無
資
力
の
も

の
な
る
が
故
に
、
地
方
卸
賞
商
人
の
手
に
之
を
集

め
て
他
地
方
に
翰
邊
す

る
ま
で
に
は
再
三
中
間
商

人

の

手

を

経
由
す

る
こ
ε
を
必
要

ε
す

る
場
合
多
く
、
他
方
に
は
清
費
地
た
る
都
會

に
於
て
も
八
百
屋
魚
屋
等
の
食
料
品
小



質
業
は
極
め
て
細
小
薄
資
の
者
な
る
が
故
に
、
地
方
荷
主
又
ば
問
屋
よ
り
直
接
に
仕
入
れ
を
爲
す

こ
ピ
難
く
、
再

三
仲
買
人
の
手
を
経
由
す

る
こ
ε
を
要
す

る
場
合
多
し
、
故
に
生
産
業
の
規
模

の
人
な
る
ε
同
時

に
小
質
業
の
規

模
も
大
な
る
米
国
の
配
給
組
織
よ
b
も
、
我
国
の
夫
れ
は
著
し
く
複
雑
な
b

ξ
錐
も
、
配
給
に
従
事
す

る
商
人
の

生
活
程
度
が
米
国

に
比
し
て
遙
か
に
低
き
が
故
に
、
配
給
農
用

の
膨
脹
が
制
限
せ
ら
れ
つ
＼
め
b
、
故

に
其
生
活

程
度
の
向
上

に
伸

ふ
て
我
国
の
配
給
費
は
大
に
膨
脹
せ
ざ
る
を
得
す
。

米
国
食
料
品
の
生
産
離

給
費
割
合
の
調
査
(請

弾

語

短

慰

ナ
.
、
)

一
九
二

「
年

の
割
合

、

・

麺

麭
.

生

半

商

鍛

総

生

産

愛

五
〇
・
八

六
二
・
二
.

三
六

・六

配

給

費

四

九
・
二

三
七
・
入

六
三
・四
[

丙
小
費
商
人
口
銭

一
八
・穴

=

7

二

一
画

・五

大
阪
に
於
け
る
食
料
品
の
生
産
籠

馨

割
合
の
調
査
(轍
講

霧

調
査
)

大
阪
府

の
大

正
九
隼

の
調
査

.

地
方

同
業
組
合

の
出
荷
に
係
は
ろ
果
賢
蔬
菜
小
彊
償
格
に
封
ず
ろ
平
均
各
費
用
の
割
合

聞 達 荷 虫

屋 産

手 造 者

鍛 農
科 貸 費 得

温

州

蜜

柑
四
丁
極

五
ん
竃

曲
⊥
{「

六
・
轟

資

料

物
慣
調
節
研
究
資
料

林

圏
?
哭

く
三
七

子
垂

雪
・莞

牛

耳
〒
四
六

一乙

0

亭

醤

六
・套

大

根署

・五
〇

千
苦

西

三
六

七
三
廿」

以

上

挙

均
四
五
・
五
(

四
・碧

(
三
四

六
・
旺
一

節
十
五
巻

(第
六
號

八
九
)

ハ
八
三

ノ

9



資

料

仲
買
人
手
厳
科

小
責
商
人
口
銭

計

物
便
調
節
研
究
費
料亭

聖

王
り
・=む

δ
?
8

亭
倉

三
七
・巻

δ
O
・8

第
+
五
巻

至

言

昌
八
・8

一8

・8

(
第
六
號

四
・六
一……

二
二
・査

一
8

・
8

九

〇
)

八
八
四

四
・茜

尻

.≦

一8

・
0
0

本
表

に
於
て
生
産
者
.ε
云

へ
る
は
地
方
荷
主
だ
る
同
業
組
合
な
b
、
故
に
組
合
を
組
織
す

る
輿
の
生
産
者
は
相

當
の
組
合
脛
費
を
負
推
す

る
こ
ε
を
要
す
る
が
故
に
其
の
所
得
は
更
に
小
ε
な
る
べ
し
、
而
し
て
大
都
市
に
供
給

せ
ら
る
、
魚
類
青
物
類

の
大
都
分
は
生
産
者
組
合
の
手

に
由
ら
す
し
て
商
人
に
買
集

め
ら
る

、
も

の
な
る
が
、
此

買
集
め
も
生
産
者

ぜ
地
方
問
屋
ビ
の
問
に
直
接
に
行
は
れ
す
、
更
に
中
間

に
買
縷
商
人
の
手
を
経
る
こ
ビ
少
な
か

ら
ず
、故

に
、
組
合
を
組
織
せ
ざ
る
大
多
撒
の
生
際
者
の
得
る
所
は
木
表

の
数
字
よ
り
も
遙

か
に
小
ε
な
り
、
小
費

慣
格
の
約
三
割
を
占

む
る
小
萱
商
人
の
所
得

ピ
大
差
な
き
場
合
も
少
な
か
ら
ざ
る
べ
し
、
換
言
す
れ
ば
青
物
類
が

生
産
者
の
手
を
離
れ
て
消
費
者
の
手

に
渡
る
ま
で
に
債
格

が
三
倍
ε
な
る
場
合
少
な
か
ら
ざ
る
べ
し
、
魚
類
の
生

産
費
配
給
費

の
關
係
も
大
騰
は
青
物
に
類
す

、
只
だ
魚
類
は
青
物

に
比
し
て
遙
か
に
高
贋
な
る
が
故

に
、
配
給
費

.

の
割
合
が
幾
分
か
小
な
る
も
能
く
配
給
從
業
者

の
生
活
を
支
ゆ
る
こ
ε
を
得
る
が
如

し
。

世
人
ぽ
生
産
の
改
罠
を
行
ひ
、
其
生
産
費

を
減
少
し
て
物
償
を
低
廉
な
ら
し
む
る
ε
云

へ
ば
、
直
ち
に
農
工
漁

.

業
等
の
狭
義
生
産
を
聯
想
し
℃
技
術
的
改
良

に
由
り
て
能
く
目
的
を
達
し
得
る
が
如
く
考

へ
、
更

に
.一
歩
を
進

め

.で
考
察
す
る
場
合
に
も
鐵
道
船
舶

の
運
賃
の
減
少
に
考

へ
及
ぶ
に
過
ぎ
ざ
る
を
常

蓬
す
、
日
用
品
の
生
産
地
よ
り

滑
費
地
ま
で
の
鐵
道
船
舶

の
運
賃
は
必
ず
し
も
大
な
ら
す
、
消
費
地
の
港
溌
叉
は
停
車
場
よ
b
市
場
ま
で
の
市
内

.

ホ

蓮
迭

の
費
用
は
之
を
超
過
す

る
場
合
少
な
か
ら
す
、
更
に
小
菅
商
人
が
得
意
廻
り
を
駕
し
、
叉
消
費
者

の
店
頭



㍉

購
景
品
を
其
住
宅

に
送
達
す
る
費
用
は
之
に
幾
倍
す
る
の
亘
額

ε
な
る
を
常

ε
す
、
要
す
る
に
日
用
食
料
品
の
多

蟻
に
在
て
は
其
配
給
費
.が
技
術
的
生
産
費

に
劣
ら
ざ
る
互
額
を
必
要
ε
す
、
故

に
食
料
品
の
生
産
費
減
少
に
付
て
.

は
其
技
術
的
生
産

の
政
善
ε
同
様
.に
其
配
給
組
織

の
改
善
に
努
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
元
來
食
料
品
の
大
部
分
は

腐
敗
攣
質
し
易
き
が
矯
め
之
を
迅
速

に
庭
分
す
る
こ
ε
を
要
し
、

一
方
に
消
費
者
も
絶
え
ず
小
量
づ

・
.を

購

買

し
、

一
度
に
大
量
を
纏

め
て
購
買
せ
ざ
る
が
故
に
、
之
が
配
給

の
手
数
が
繁
雑
ε
な
り
て
互
多
の
経
費
を
要
す

る

は
已
む
を
得
ざ
る
所
な
り
ε
難
も
、
我
国
の
配
給
組
織
の
不
完
全
な
る
は
其
生
産
の
不
完
全
な
る
よ
り
も
更

に
甚

し
く
、
從

っ
て
此
方
面
に
於
て
多
大
の
改
善
の
絵
地
を
獲
見
す
る
を
得

べ
し
。

.

物
慣
を
下
落
せ
し
む
る
に
は
通
貨
を
牧
締
す
る
の
方
法
ε
生
産
を
増
加
す

る
の
方
法
ご
の
二
大
別
あ
り
、
前
者

を
行

ふ
て
物
償
を
下
・落
せ
し
む
る
ε
き
は
、
商
人
は
高
く
仕
入
れ
π
る
商
品
を
安
く
賣
る
こ
ε
を
要
し
.
生
産
者

は
高
き
原
料

縣
由
り
生
産
し
だ
る
物
を
安
く
質
る
の
必
要
に
追
ら
る
、
が
故
に
、
必
然
産
業
の
萎
縮
ご
失
業

ε
を
.

生
す
る
を
見
れ
す
、從
て
假
令

へ
其
苦
痛
が

一
時
的
の
も
の
起
る
に
止
ま
り
、
後
日
の
恢
復
を
促
進
す

る
の
効
果
あ

り
ざ
す
る
も
-
此
方
法
の
み
に
由
り
物
償
引
下
げ
を
行

ふ
こ
ε
は
甚

だ
困
難
に
し
て
往
々
中
途
に
挫
折
す
る
の
憂

あ
り
、
故
に
物
贋
を
引
下
げ
ん
ε
せ
ば
必
ら
す
や
同
時

に
生
産
増
加
に
努
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
然
る
に
物
債
高

き
ε
ざ
は
生
産
費
も
大
ε
な
る
が
故

に
、
生
産
供
給
を
増
加
し
て
其
市
償
を
下
落
せ
し
む
る
ご
き
は
、
生
産
者
は

牧
支
相
償
ふ
を
得
す
、
故
に
物
債
高
く
生
産
盛
大
な
る
間
は
人

々
生
産
を
制
限
す
る
に
至
る
、
此
.場
合
に
生
産
を

.

増
加
す
る
只

一
の
途
は
生
産
費
を
減
少
す
る
の
工
夫
を
見
出
だ
し
、
以
て
星
座
の
増
加
に
由
b
市
.償
の
低
落
を
來

起
す
も
荷
ほ
牧
支
相
償

ふ
の
状
態
を
造
り
出

だ
す
.に
在
り
、
而
し
て
吾
人
の
生
活

に
最
も
重
大
の
關
係
あ
る
食
料

資

料

物
偵
調
節
研
究
資
料

第
十
五
巻

(第
六
號

九
一
)

八
入
五



資

料

物
償
調
節
研
究
資
料

第
十
五
霧

(第
六
號

九
二
)

入
八
六

品
の
多
撒

に
在
て
は
、
其
生
産
費
の
中
技
術
的
の
も
の
よ
り
も
寧
ろ
配
給
的
の
も
の
が
大
な
る
部
分
を
占
む
.る
が

故
に
、
其
配
給
組
織
の
改
善
が
生
産
費
減
少

の
方
法
ε
し
て
重
大
の
意
義
を
有
す
る
の
み
な
ら
す
、

一
面
に
食
料

品
は
農
業
漁
業
の
如

き
原
始
生
産
物
な
る
が
故
に
、
製
造
工
業
の
如
く
其
技
術
的
生
産

に
稜
明
改
頁
を
行

協
こ
ε

頗
る
難
く
、
寧
ろ
其
配
給
的
方
面

に
改
頁
を
行

ふ
の
容
易
な
る
場
合
多
し
、
足
れ
生
活
必
需
品
の
物
慣
調
節
に
槻

て
配
給
組
織

の
政
善
が
特
に
重
要
視
せ
ら
る
、
所
以
な
り
。

一
一

配
給
費
の
中
小
頁
費
用

の
大
な
る
こ
と

多
く
の
商
品
就
中
食
料
品
に
在
て
は
、
小
費

の
費
用
が
技
術
的
生
産
費
に
次
い
で
大
な

乃
部
分
を
白
む
る
は
鴇

我
国
ε
欧
米

ε
異
る
所
な
し
、ε
難
も
、
其
理
由

に
至
り
て
は
頗
る
異
な
る
黙
あ
り
、
欧
米

脳
於
て

一
般
産
楽
が
進

歩
し
從

っ
て
国
民

一
般

の
生
活
程
度
の
高
き
重
大
原
因
は
、
機
械
分
業
を
慮
吊
し
て
生
産
を
大
規
模

に
経
管
す

乃

こ
ぜ
に
在
り
、
主

ご
し
て
労
働

に
由
り
踏
む
こ
ε
を
必
要
ε
す
る
産
業
の
費
用
は
其
従
業
者
の
生
活
程
度
の
高
き

が
爲
め
に
多
大
ε
な
る
を
見
れ
す
、
小
費
業
就
中
食
料
品
小
費
業
は
欧
米
に
於
て
も
大
規
模
に
脛
督
す

る
こ
ご
難

く
、
從

っ
て
其
経
管
は
螢
働
に
由
る
こ
ε
人
な
る
が
故

に
其
費
用
も
大
ε
な
ら
ざ
る
を
得
ぜ
る
は
、
恰
も
殴
米
に

於
て
手
工
品
の
甚
だ
高
償
な
る
ε
異
ら
す
、
我
国
民

の
生
活
程
度
は
今
尚
ほ
欧
米
先
進
国
に
比
し
て
頗

る
低
き
が

故
に
、
若
し
小
費
業
の
組
織
に
し
て
整
備
す

る
ε
き
は
、
其
費
用
は
欧
米
よ
り
毛
頗

る
小
な
る
を
得

べ
し
、
然
る

に
我
国

の
小
質
業
就
中
食
料
品
小
費
業
に
於
て
は
得
意
廻
り
及
掛
賣
り
の
方
法
が

一
般
に
行
は
る

＼
が
爲
め
非
常

に
繁
雑
多
費

の
事
業
ε
な
り
、
.特

に
之
が
爲
め
其
小
菅
業
は
無
敷
の
細
小
企
業
に
分
裂
し
て
徒
ら

に
其
費
用
を
膨

脹
せ
し
む
る
に
至
れ
b
。



我
国
の
小
費
業
就
中
貸
料
吊
小
質
業
が
如
何
に
細
小
企
業
に
分
裂
せ
る
や
を
見
る
欝
め
に
、
左

の
東
京
大
仮
面

都
市
ε
米
國
塗
膿

ε
の
調
査
を
比
較
せ
ん
に
、
米
國
の
調
査
は
都
鄙
を
通
じ
て
の
全
般
的
敏
.字
な
る
が
敬

し
、
其
調

査
を
郷
倉
の
み
に
限
る
ε
き
は
食
料
品
店
敷
は
更

に
敷
割
の
増
加
ε
な
る
べ
く
、
愁
ら
く
其
敷
は
都
會
の
全
戸
撒

に
謝
し
四
五
十
戸
に

一
戸
の
割
合
ε
な
る
べ
し
ご
雌
も
、
我
国

の
両
大
都
市
の
食
料
品
店
は
本
調
査

に
於
て
既

に

九
種

に
達
し
此
郷
に
市
内

に
汎
ね
く
分
散
す

る
豆
腐
屋
牛
乳
屋
を
初
め
ど
し
て
副
食
物
嗜
好
品
に
付
き
細
小
の
螢

業
動
く
、
加

ふ
る
に
飲
食
店

に
し
て
同
時

に
附
近
の
消
費
者
に
謝
し
既
成
年
成
の
飲
食
物
を
配
給
す

る
場
合
も
少

な
か
ら
ざ
る
が
故
仁

、
我
国
の
清
盛
者
戸
敷

に
封
ず

る
食
料
品
店
の
数
は
米
国
に
比
し
て
少
く
ズ
響も
三
倍
以
上
ε

な
る
べ
し
、
最
も
我
が
両
都
市
の
商
店
撒
は
卸
小
質
の
全
膿
を
云
ふ
も
の
な
れ
こ
も
、
其
の
大
部
分
を
占

む
る
は
小

費
業
な
り
、
而
し
て
我
國

の
小
質
業
が
斯
の
如
く
多
数
の
細
小
企
業
に
分
裂
せ
る
が
爲
め
、
都
市
に
於
け
る
土
地

建
軌
の
人
な
る
部
分
を
占
領
せ
る
こ
ε
は
、
我
国
の
家
賃
暴
騰

の
大
原
因
を
寫
す
も
の
な
り
、
小
質
費
用

の
重
要

項
目
は
家
賃

ご
勢
働
養
用

ご
の
二
者
な
る
が
、
家
賃
を
騰
貴
せ
し
む
る
が
如
き
小
費
業
の
細
分
は
特
に
小
賀
費
用

を
大
な
ら
し
む
る
を
見
れ
す
、
更
に
小
菅
業
が
細
少
無
資
力
の
企
業
ε
な
り
、
特

に
掛
費
b
を
行

ふ
が
爲
め
じ
現

金
仕
入
れ
を
行
ふ
こ
蓬
難
き
己
き
は
、
大
量
商
品
を
迅
速
簡
軍
に
取
扱
ふ
こ
ε
を
要
す

る
大
生
産
者
叉
は
問
屋
よ

り
直
接

に
取
引
す
る
こ
ε
難
く
、
仲
買
人
の
手
を
経
て
仕
入
れ
を
行
は
ざ
る

べ
か
ら
す
、
現

に
我
が
大
都
市
の
魚

、市
場
青
物
市
場

に
於
け
る
取
引
は
問
屋

ε
仲
買
人
ε
の
問

に
行
は
る
、
場
合
甚
だ
多

し
、
.今
日
世
論
は
中
央
市
場

の
設
立
の
緊
要
を
主
張
す

己
錐
も
、
今
日
の
如
く
魚
類
青
物
類
の

一
般
小
菅
業
が
細
小
無
資
な
.る
ご
き
は
中
央
市

場
を
設
く
る
も
少
な
か
ら
ざ
る
配
給
費
を
要
す
る
所
の
仲
買
人
の
介
在
を
排
除
す

る
こ
ε
能
は
す
、
.叉
仲
買
人
が

資
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八
八
八

介
在
す
る
ど
き
は
中
央
市
場
の
公
定
相
場
が
直
接

に
小
責
相
場
を
支
配
す
る
の
作
用
を
寫
す
こ
ε
難
し
、
中
央
市

場
を
有
効
に
活
用
せ
ん
ε
す
れ
ば
必
ら
す
や
小
費
取
引

に
於
て
店
頭
費
買
現
金
取
引
を
盛
な
ら

し
め
、
以
て
資
力

充
質
せ
る
大
規
模

の
小
費
商
人
を
獲
達
せ
し
む
お
こ
ε
を
要
す
。

」
米
国
.小
費
店

一
戸

に
謝
す
る
消
費
者
戸
激

の
割
合

美 男 食

物 斜眼

雑 品

店 貸 店

魚 西 乾 鳥 砂

・嚢 ・欝・

晶
高 商 商 高 商

山 山
ノ、!、

九 〇 七

五 七 六

靴

唐

金
.

物

店

東
京
大
阪
両
市
各
種
食
料
品
商
店

一
戸
に
封
ず
る

消
費
者
戸
敷
の
割
合

.

東

京

(
繭

・ヨ

四
歪

ゑ

一[合

二

一塁
↑
四聖

∴

二_大
o耳 プ害 一
二 ぢ む ニ

芽 弓?亦 阪
2日 一 八 一ピ

菓 白 酒 青

醤
子 米 物油

断 商 高 商

黍

.　

一
七

一
・六

六

五
.七

・
五

東

京
三
号

ゼ

三
託
・
三

一
ご
=

至

。
六

大

阪
一
〇
二
・
七

三
七
壱

一八
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究

主

旨
我
国
の
食
料
品
以
外
の
小
質
業
に
在
り
て
は
得
意
廻
り
及
掛
費
の
行
は
る

、
こ
ご
比
較
的
に
少
な
《
、
從

っ
て

小
費
費
用
も
小
な
り
、
隊
洲
戦
争
以
前

に
は

一
般

に
家
賃
も
低
く
蔚
に
小
賞
商
店
の
使
用
人
が
極
め
て
低
廉

の
報

酬

に
満
足
し
て
勢
倒
し
た
る
が
故
に
、
此
極
小
質
業
の
費
風
を
小
な
ら
し
め
た
り
、
當
時
は
種

々
の
商
品
を
欧
米

の
卸
費
市
場
ポ
リ
仕
入
れ
、
相
當
の
運
賃
及
關
税
を
梯
ふ
て
之
を
輸
入
し
来
る
も
、
荷
ほ
我
国

の
商
品
配
給
肇
が



割
合
に
小
な
り
し
欝
め
、
其
小
費
相
場
は
隊
氷
産
地

に
於
け
る
同
種
品
の
小
賓
相
場
よ
b
も
低
き
場
合
な
か
ら
ざ

b
き
、
足
れ
恰
も
今
日
我
國
の
生
産
物

に
し
て
支
那

に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
」
小
菅
相
場
が
、
我
園
内

に
於
け

る
同
種
品
の
小
磯
相
場

よ
り
も
低
き
場
合
あ
る
ε
異
な
ら
ず
、
然
る
に
欧
洲
戦
争
以
来
我
国
の
配
給
.費
特
に
小
費

業
の
費
用
が
急
激
に
増
加
し
、
家
賃
の
騰
貴

ご
商
業
使
用
人
費
用
が
大
ご
な
り
し
爲
め
、
.我
国
に
於
け
る
食
料
品

こ
颯
外
の
小
費
業
の
費
用
も
最
早
や
欧
米
に
比
し
て
特

に
小
な
り
ご
云
ふ
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
、
近
來
経
済
界
不
景

,氣
に
し
て
諸
物
償

の
下
落
せ
る
に
係
は
ら
す

、
家
賃
は
依
然
こ
し
て
騰
貴
の
勢
和
持
縅

し
、
叉
不
景
氣
の
爲
め
に

失
業
者
積
出
す
る
に
係
は
ら
す
、
商
店

の
要
求
す

る
丁
稚
小
僧
は
依
然

ε
し
て
大
鉄
乏
を
呈
し
、
之
を
雇
入
る

、

が
爲
め
に
は
多
大
の
費
用
を
必
要

ざ
す

る
に
至
れ
り
、
故
に
今
後
は
生
産
費
中
の
大
な
る
部
分
を
占
む

る
配
給
費

就
中
食
料
品

の
小
費
業
費
を
減
少
し
て
其
債
格
を
低
廉
な
ら
し
む

る
が
爲
め
に
は
、
少
数

の
商
店

に
て
多
額
の
取

扱
を
寫
し
、
特

に
人
力
を
省
約
す
る
こ
ε
を
要
す

る
は
明
か
な
る
が
、
之
が
爲
め
に
は

一
般
消
費
者
が
成
る
べ
く

苗
人
に
繁
雑
の
手
数
を
費
ざ
し
む
る
こ
ε
を
避
け
、
特
に
自
ら
市
場
に
赴
き
て
店
頭
購
買
現
金
携
及
購
買
品
携
帯

の
風
習
を
獲
達
せ
.し
め
ざ
る
べ
か
ら
す
、
今
日
の
如
く
我
国
民

に
し
て
商
業

に
謝
し
妄
り
に
繁
雑
の
手
数
を
費

さ

し
め
、
叉
掛
費
に
由

る
多
大
の
貸
倒
れ
の
爲
め
商
業
の
脛
螢
を
甚
だ
し
く
危
険
な
ら
し
む
る
こ
ε
は
、
重
大
な
る

敢
會
的
浪
費

に
し
て
産
業
の
能
率
を
減
損
す
る
こ
ご
甚
し
、
故
に

、目
下
行
は
れ

つ
、
あ
る
国
民
的
節
約
運
動
に
於

て
は
、
軍
に
個
人
的

の
節
約
を
勧
誘
す

る
に
止
め
す
、
,更

に
如
上
の
肚
曾
的
公
共
的
浪
費
の
節
約
を
強
調
せ
ざ
る

ぺ
か
ら
す
。

三

配
給
費
の
減
少
ど
國
民
道
徳

我

国
の
小
賞
業
就
中
食
料
品
小
菅
業
に
於
て
は
、
商
業
的
能
力
乏
し
く
又
資
力
の
薄
弱
な
る
過
多

の
小
費
商
人

資

料
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が
、

一
般
消
費
者
の
生
活
慣
習
の
放
縦
不
規
律
な
る
に
乗
じ
て
得
意
廻
b
及
掛
費

の
方
法
に
由
り
自
衛
の
途
を
講

せ
ん
ε
す
る
が
爲
め
、
消
費
者
が
現
金
彿
を
爲
す
も
特
に
割
引
せ
す
、
叉
清
費
者

が
自

か
ら
商
店
に
赴
き
て
購
買

品
を
携
帯
し
締
る
場
合
に
も
、
得
意
廻
り
叉
は
購
買
品
逡
漣
の
場
合
に
比
し
て
特

に
割
引

せ
す
、
即
ち
商
人
は
得

意
廻
り
蓬
蓬

の
費
用
及
掛
萱
の
利
息

ε
貸
倒

れ
の
損
失
ご
を

一
般
取
引

に
負
推

せ
し
め
、
之
が
矯
め

一
般
消
費
者

を
.し
て
店
頭
購
買
を
爲
し
叉
現
金
彿
を
爲
す

の
不
利
を
戚
ぜ
し
め
、
以
て
成

る
べ
く
得
意
廻
ザ
及
掛
費

の
悪
慣
脅

を
.維
持
せ
ん
ε
す

る
の
風
あ
り
、
此
の
重
大
な
る
肚
會
的
浪
費
を
意
味
す

る
悪
慣
習
を
除
く
が
爲
め
に
は

一
般
商

人
を
し
て
現
金
梯
に
謝
し
て
割
引
せ
し
め
、
又
店
頭
購
買
に
謝
し
て
割
引

せ
し
む
る
こ
ε
を
得
策

ご
す

る
が
如
き

も
、
寄
生
的
に
存
在
し
つ
＼
あ
る
大
多
数
の
無
鮭
な
る
商
人
は
掛
璽
及
得
意
廻
り
を
以
て
最
要

の
自
衛
手
段

ε
す

る
が
故
に
馬
任
意
的
に
此
等

の
方
法
を
膜
止
せ
し
む
る
こ
ε
は
不
能
に
し
て
、
又
強
制
的
に
之
を
廃
止

せ
し

め
得

る
性
質
の
も
の
に
あ
ら
す
、
故

に

一
面
に

一
般
消
費
者
が
墨
醒
し
て
日
前
の
損
得
を
問
は
す
、
現
金
彿
及
店
頭
購

買
を
實
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
消
費
者

に
し
て
之
を
蜜
行
ず
る
ε
き
は
、

一
方
に
有
爲
の
商
人
は
進
ん
で
現
金
彿

及
店
頭
責
に
射
し
て
割
引
を
行
ひ
、
之
が
爲
め
商
業
界

に
健
全
な
る
淘
汰
が
行
ば
れ
て
、
著
し
く
日
用
品
配
給
費

を
減
少
す
る
に
至
る
べ
し
。

我
国

の
小
費
取
引

に
於
て
得
意
廻
り
及
掛
賞
が
汎
く
行
は
る

、
`
は
云

へ
、
清
費
者
が
店
頭
購
買
及
現
金
挑
を

爲
す
場
合
少
な
か
ら
す
、
故
に
得
意
廻
b
及
督
責
の
方
法
に
依
頼
す

る
消
費
者
は
大
に
反
省
し
、
自
己
の
取
引
態

度
に
由
レ
て
、
店
頭
購
買
及
現
金
揃
を
爲
ず
善
良
の
消
費
者

に
謝
し
重
大
な
る
不
當
の
損
害
を
加

へ
つ
、
あ
る
こ

ご
を
顧
み
ざ
る
べ
か
ら
す

、
若
し
も

州
般
消
費
者

に
し
て
他
人

に
不
當
の
損
失
を
加
ふ
る
も

一
身
の
利
益
と
な
れ

ば
可
郁
b

琶
云
ふ
が
如
き
思
想
を
有
す

る
ご
き
は
.
到
底
小
菅
業
を
革
新

し
て
配
給
費
を
減
少
し
以
て

一
般
消
費

`

,



者
の
公
益
を
増
進
す

る
を
得
す
.
上
述
の
如
く
消
費
者

の
間

に
店
頭
買
、
現
金
繍
の
風
習
が
起
ら
ん
ε
す
る
ご
き

は
、
有
爲
の
商
人
に
し
で
店
頭
賞
現
金
費

に
謝
し
て
公
正
な
る
割
引
を
爲
す
者
増
加
し
、
商
界

に
於
て
健
全
な
る

淘
汰
が
行
は
る
＼
に
至
な

べ
き
が
故
に
、
各
消
費
者
は
目
前
多
少
の
不
利
不
便
を
忍

び
で
店
頭
買
現
金
佛
を
励
行

す
る
こ
ε
を
以
て
自
己
の
永
遠
の
利
益
を
圖

る
所
以
な
る
一し
同
聴
に
、

一
般
溝
費
者
の
公
益
を
増
進
す
る
所
以
ε

し
、
之
が
願
行
を
以
.て
各
自
の
道
徳
上
の
責
任
な
り
ε
爲
さ
ゴ
る
べ
か
ら
ず
。

上
述

の
小
費
取
引
上
の
弊
風
は
放
漫
不
規
律
な
る
消
費
者
が
善
良
な
る
消
費
者
に
謝
し
て
不
當
の
損
害
を
加
ふ

る
も
の
な
る
が
故
に
.其
の
道
徳
上
批
難
す

べ
き
は
多
言
を
要
せ
ざ
る
所
な
る
が
、

一
歩
を
進

め
て
考
ふ
る
に
暇
令

へ
吾
人
が
相
當
の
報
酬
を
提
供
し
て
行

ふ
場
合
に
於
て
も
、
尚
ほ
他
人
を
し
て
自
己
の
爲
め
に
無
用
の
手
数
を
費

さ
し
め
、
特

に
今
日
の
小
賞
取
引
に
行
は
る
、
が
如
く
商
人
を
し
て
妄
り
に
封
人
的
動
勢
を
爲
さ
し
む
る
こ
ε
は

道
徳
上
甚
だ
批
難
す

べ
く
、
此
程
の
行
動
は
自
己
に
分
配
を
受
け
た
る
断
有
物
を
浪
費
す

る
に
比
し
て
更

に
大
な

`

る
罪
悪
ご
云
は
ざ
る

べ
か
ら
寧
、
話

し
必
要
已
む
を
得
ざ
る
の
理
由
な
く
人
を
し
て
自
己
の
爲
め
に
動
勢
せ
し
む

る
こ
ε
は
、
報
酬
を
提
供
す

る
ε
否

ご
を
問
は
す
、
人
生
に
無
意
義
の
勢
を
爲
さ
し
む
る
も
の
に
し
て
、
他
人
の

人
格
を
手
段
眠
し
之
を
弄
ぶ
も
の
に
外
な
ら
す
、
此
の
如

き
は
人
格
思
想
の
護
達
せ
ざ
b
し
封
建
階
級
時
代

の
遺

習
に
し
て
道
徳
上
最
悪
の
藩
修
浪
費
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
今
日
の
就
會
政
造

に
關

し
て
如
何
な
る
　土
義
を
探
る

を
問
は
す
、
其
根
抵
は
之
を
人
格
尊
重
思
想

の
完
成
に
置
く
こ
ε
を
要
す

る
も
の
五
す
れ
ば
、
日
常
生
活

に
於
け

る
此
の
如
き
弊
風
を
根
絶
す
る
が
如
く
人
心
を
嚮
導
す
る
こ
ざ
が
肚
會
政
造
上
の
要
件
た
ら
ざ
る

ぺ
か
ら
す
、
我

が
国
民
は
旅
客
ε
な
b
て
は
旅
宿

に
不
相
當
の
茶
代
を
與

へ
、
下
宿
屋

に
住
す
れ
ば
其
主
婦
に
過
大
の
心
付
け
を

駕
し
外
國
旅
行
の
際
に
も
資
力

の
割
合
に
過
大
の
チ
ッ
プ
を
濫
費
す

る
者
が
日
本
.人
た
る
こ
`
は
既
に
世
界
の
通
`

資
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)

八
九
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評
ご
な
れ
b
、
吾
人
の
此
態
度
た
る
や
他
人
の
好
意
に
封
ず
る
感
謝
の
表
示
た
る
場
合
固
よ
り
少
な
ら
す

ε
雄
略
、

一
面
に
は
妄
り
に
他
人
を
し
て
封
人
的
動
勢
を
爲
さ
し
め
ん
ε
す
る
不
純
の
要
求

に
出
つ
る
こ
ξ
大
な
る
は
争
ふ

ぺ
か
ら
ざ
る
事
實
に
し
て
、
小
萱
取
引
上
に
於
け
乃
弊
風
ε
其
根
源
を

　
に
す
る
も

の
な
り
。

今
日
の
物
償
調
節
上
重
要
視
せ
ら
れ

つ
＼
め
る
節
約
運
動
を
見
る
に
、
其
最
要
の
標
語
は
倹
約
せ
よ
貯
蓄
せ
よ

ご
云
ふ
に
在
り
ε
錐
も
、
民
衆

に
撤
す

る
宣
傳
に
於
て
軍

に
此

の
如
き
標
語
を
使
用
す

る
ε
き
は
大
な
る
誤
解
を

来
た
し
.
即
ち
糺肌
曾
的
浪
費
を
生
す

る
ε
否
ご
を
問
は
す
、
.個
人
的
に
節
約

ご
な
る
事
柄
を
行

へ
ば
可
な
り
ε
誤

解
せ
ら
れ
、
徒
ら

に
民
衆

の
利
己
.心
を
刺
戟
す

る
に
至
る
の
危
険
あ
瀕
、
政
治

に
關
す
る
`
纒
濟
に
關
す
る
ご
を

問
は
す
、
國
民
激
化
の
運
動
は
常
に
道
徳
的
向
上
を
來
た
す
性
質
の
も
の
た
る
べ
き
は
多
言
を
要
せ
ざ
る
所
な
る

が
、
軍

に
物
質
的
効
果
の
み
に
付
て
見

る
も
、
各
人
が
公
共
的
浪
費
を
省
き
、
特
に
人
を
し
て
良
日
の
矯
め
に
無

用
の
勢
を
爲
さ
し
む
る
こ
ε
を
避
く
る
の
努
力
を
爲
さ
ゴ
る
限
り
.

一
国
産
業
の
生
産
費
を
減
少
し
て
生
産

の
増

加
及
物
債
の
下
落
を
來
π
す

こ
こ
は
不
能
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す

、
今
日
行
は
れ

つ
、
あ
る

一
般
の
節
約
宣
博

し
謝

し
て

一
部
の
人
士

は
冷
淡

の
態
度
を
探
b
、
節
約
な
る
も
の
は
節
約
す

べ
き
鯨
裕
あ
る
有
産
者

に
射
し
て
云
ふ

べ

き
も
の
に
し
て
、
此
飴
俗
な
き
無
産
者
の
關
す

る
所
に
あ
ら
す

ξ
云
ふ
が
如
き
思
想
を
有
す

る
者
少
な
か
ら
す
、

然

る
に
若
し
上
述

の
如
く
吾
人
の
守
る
べ
き
節
約
は
私
有
物
ε
公
有
物

蓬
を
問

は
す
之
を
浪
費
す
る
こ
ε
を
避
く

る
の
み
な
ら
す
、
各
自
之
を
人
生

に
有
意
義

に
使
用
す
る
の
責
任
あ
り
`
し
、
特
に
各
人
は
互
に
他
人
を
し
て
自

己
の
爲

に
無
意
義
の
消
費
を
爲

さ
し
む
る
事
を
避
く

べ
き
の
み
な
ら
す

、
自
他
共

に
成

る
べ
く
有
意
義

の
生
活
を

寫
す

べ
く
互

に
相
助
く
る
の
責
任
あ
り
ε
云

へ
る
基
礎
に
立
ち
て
節
約
を
行

ふ
べ
き
あ
の
虐
す
れ
ば
、
之
を
行
ふ

の
必
要
は
有
産
者
ε
無
産
者
ご
を
差
別
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
。


